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同一亜区域内に大小２個の肝細胞癌（肝癌）を認め，諸検査の結果，多中心性発生と考えられた症例

を報告する。

症例は59歳の男性。肝機能異常のため当科を紹介され入院した。Ｃ型肝硬変とともに肝腫癌所見を認

めた。腹部超音波検査（US）で肝右葉後下区に径32mmのモザイク状と径12mmの低エコーの２個の腫癌を

認めた。腹部ＣＴ，血管造影(DSA)，リピオドールＣＴでは大きい方の腫痛しか描出されなかった。ＵＳ下

肝腫蕩生検を施行し，大きい方は中一低分化型肝癌，小さい方は高分化型肝癌の所見であった。

同じ亜区域内に２個の肝癌を認め，しかも大きさが異なる場合，一般的には小さい方の病変が大きい

方の病変の肝内転移とみなされることが多い。しかし，本症例では画像診断上所見が異なり，肝腫痛生

検でも分化度が異なり，多中心性に発生した肝癌と考えた。肝癌の発生・診断・治療方針などを考える

うえで興味ある症例である。

肝細胞癌（以下肝癌と略す）は比較的小さな時期か

ら多発する傾向があり，谷川らは主病変が２cm以下の

肝癌でも200例中約1/3の症例が多発であったと報告し

ている')。自験例でも，５cm以下では約40％，２cm以下

では約30％が多発例であった2)｡一般的に,肝内に複数

個の肝癌結節が存在する場合に,肝内転移によるのか，

多中心性発生によるのか迷う症例もみられるが，この

点については第３版肝癌取扱い規約3)にその内容が明記

され，現時点で一応のコンセンサスが得られている。

すなわち，１）門脈腫傷栓あるいは，これを基盤とし

戸一

て増殖したと考えられる癌病変２）最大の癌腫の近

傍に近く，離れるに従って数が少なくなるような癌病

変群３）孤立‘性の癌病変でも，最大の癌腫の近傍に

あり，それに比して明らかに小さく，かつ組織型がそ

れと同様か，分化度が低い癌病変を肝内転移病変と考

え,それらの定義から明らかに転移,性といえない場合，

多中心性発生の可能性が高いとみなしている。

今回われわれは同一亜区域に大小２個の肝癌病変が

みられ，組織学的検討の結果，多中心,性発生と考えら

れた症例を経験したので報告する。

Ｉ・症例

患者：５９歳の男性。

既往歴：３０年前，椎間板ヘルニアの手術。その時輸血

歴がある。

主訴：全身倦怠感。
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